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会長 鷹野晴子 

アジア・パシフィック・フェスティバルが愛知で開催 
 
2007 年のアジア・パシフィック・フェスティバ

ルが愛知クラブ主催で開催されることが正式に決

まり、11 月のブラジルにおける世界大会で石井嗣

代さんから紹介されました。 

“Castle and Cherry blossoms”がフェスティバ

ルのテーマです。同時に「もの創りの愛知」の紹介

を入れたプログラムが予定されています。 

このフェスティバルの実行委員長に会員の強い

希望で加藤八郎さんが選ばれました。次期会長を中

心に愛知クラブ会員がこの大会の成功をめざして

楽しく準備を進めていきたいと考えております。  

多くの人たちに「愛知を楽しんでいただき、愛知

を知っていただく」そしてこの土地で、すばらし

い友情の輪を新たに広げていきましょう。皆様の

ご協力を心よりお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実行委員長 加藤八郎  
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７月カルガリークラブ訪問、10 月マンチェスタークラブ受入れの両交換が行われた。 
愛知クラブの交換に新たな素晴らしいページが加わり本年度の交流計画はすべて完了した。 
また、１０月役員会で、２００７年度 ASIA  PACIFIC  FESTIVAL が愛知クラブのホスト

で開催されることが決定され、これを機に交流の輪が今後一層広がって行くこととなった。 

FRIENDSHIP  FORCE  INTERNATIONAL  ASIA  PACIFIC  

FESTIVAL  IN  AICHI : APRIL 4th~8th 2007 

アジア・パシフィック・フェスティバルの成功に向けて 
 
2007 年のアジア・パシフィック・フェスティバル

の愛知開催が決まりました。FF東海が発足して18年、 
FF愛知になって 10年目にあたる年にクラブとして 
大きな事業を行うことは大変意義深いことです。 
この事業の実行委員長に選ばれ、新しい仕事にチャ 

レンジする機会を与えられたことに感謝いたします。 
「城と桜」をテーマにこの地方の産業の紹介などを 
加え、世界から集まるアンバサダーに充分楽しんで 
いただける魅力あるプログラムを組んで行きたいと考 
えております。 
すでに受入の交流の際に参加を促したり、世界大会 

で宣伝のチラシを配ったりして、広報活動を始めて 
おりますが、早々に実行委員会を立ち上げ準備に着手 
しなければなりません。 
このフェスティバルを成功させるには会員全員の皆 

さんの協力なしには出来ません。受入、渡航などで過 
去に素晴らしい実績を上げてきた私たちのクラブです。 
間違いなく成功させることが出来ると信じております。 
我々の総力をあげて成功に向けて、楽しく、仲良く、

助け合って準備に取り組んで行きたいと思います。 
どうぞよろしくご協力の程をお願い申し上げます。 

FF愛知ホームページ http://homepage2.nifty.com/FF-Aichi/ 

12月 17日、第 2回目のAPF準備会では「城

について」の勉強会を持ち、安藤龍藏さんの

大へん興味深い講義がありました。次回から

はそれをさらに深め、加藤八郎さんによる英

語での勉強が予定されています。 
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カルガリー交流で学んだこと 

                    ED 竹中 ふみ代 
  今回の渡航は予想に反し、14名という少ない参加

者でしたが、設立 4年目のカルガリークラブは、今回

が初めての日本からのアンバサダー、またカルガリー

最大のイベント”スタンピード”開催期間中の受け入

れも初めてということで、多彩なプログラムと手作り

のおもてなしで我々を歓迎してくださいました。 プ

ログラムの目玉ともいうべきスタンピードでのナイ

トショウは、今年がアルバータ州制 100周年とあって

「例年以上の豪華さだ」と、ホストが話していました

が、他のスケジュールも、それに勝るとも劣らない充

実した内容で、あらゆる点において行き届いた心配り

が感じられました。また、そこには彼等の合理性も備

わっていて、色々と参考になりました。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 先ず準備の段階で、カルガリーのEDから「クラブ

の方針で、ED同士のプレゼント交換はしない」との

申し出があり、シンプルをモットーとしている私とし

ては有難く、すぐに同意しました。次に「交流ブック

レットにアンバサダーの写真を載せたい」との、写真

送信依頼があり、うまく届かなかった人などがいて

少々時間を要したものの、到着後に受け取ったそれは、

制作者のセンスが光る、有用かつ美しいものとなって

いました。 
制作者は、右半身不随ながらも広報を担当しておら

れる方で、その前向きな姿勢には感動しました。  
 前もって送金したホストフィーは、オプションのス

タンピードを除く、プログラムの全費用に予算配分さ

れ、バンフ・レイクルイーズへの一日旅行には、数人

のメンバーのワゴン車と、メンバー手作りの昼食が用

意されましたが、ガソリン代、その他の費用も予算に

入っていました。メンバーの金銭的な個人負担が最小

限というのは、活動を長く継続していく上での大切な

ポイントであると思います。  
カルガリークラブでは、一つの受け入れに多くのメ

ンバーが関わり、万全の協力体制のもとでプログラム 
 

 
 

が進行し、各々が自分の役割に責任をもち、しかもそ

れをさりげなく遂行されていたのが、特に印象的で、

彼等の豊かなボランティア精神を感じました。  
 ホストをしていないメンバーに対しての配慮もあ

り、それはホスト以外のメンバー宅でのポットラック

ディナーに、ホストとアンバサダー、それに他のメン

バー１人も招待される、というものです。これも友達

の輪が広がる良いアイデアだと思いました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
交流最終日、１９世紀はじめに建てられたというロ

ッジでのフェアウェル・バーベキューパーテイは、た

っぷりと時間がとられ、蹄鉄投げや乗馬体験、また焼

印ならぬスタンプでの”Branding”というカルガリー

ならではのユニークなお遊び儀式があり、最後までア

ンバサダーを楽しませる事に徹していた彼等に脱帽

しました。 
あっという間の楽しい 1週間でしたが、”心温まる

おもてなし”の極意を教えられた気がします。  
今回、はじめて渡航EDという貴重な経験をさせて

いただき、色々な面で勉強になりました。 
機会を与えていただいた事に感謝するとともに、多

大なご協力をくださいました皆様方に、ここに改めて

心よりお礼を申し上げます。 
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カルガリー交換を通して 

鷹野晴子 
カナダの有名なフェスティバル、スタンピードが

まさに始まろうとする頃、我々愛知クラブの 14名は

カルガリー空港に降り立ちました。 
おりしもバンクーバーからカルガリーへの飛行機

の中で見た新聞にはスタンピードのお祭りに遠路運

ばれた馬の事故死に大きな写真入で批判的な記事が

出ていましたが、当日 4頭立ての馬のレースに熱狂

する人々には「また、グリンピースが文句言ってい

るのよ」とまったく問題にしていない様子。ともか

く馬がすべて、イギリス的な馬術競技場も持ちなが

ら、一方では開拓から始まったカウボーイの西部の

文化が今でも人々の精神生活に根ざしていることが

分かりました。 
 交換中、私たちは暖かい西部のホスピタリティー

で歓迎されました。 
ディナーホストによる小規模の持ち寄りパーティ

ー、ロッキー山脈ツアー、すべてのプログラムがク

ラブメンバーの働きで成り立っていることをみて、

日常的に彼らの文化に根ざしているボランティア精

神の歴史の深さをあらためて感じました。 
日本との物価の違いは大きな問題です。実際に交

換を運営する立場から考えると$75のホスティング

フィーだけで我々に提供された内容豊かなプログラ

ムを実行することは不可能だとクールに考えてしま

います。 
ではどうしたら良いか。やはりそこは割り切って

観光旅行は実費を出していただく方法を取らざるを

得ません。 
愛知クラブにはカルガリークラブ同様に、ボラ

ンティア精神で働いてくださる方が多くいます。

みんなで協力し合いながら今度はカルガリークラ

ブの皆さんを暖かくお迎えしたいと思います。 
最後に長い期間をかけカルガリー交換に尽力さ

れたED竹中ふみ代さんに心から感謝申し上げます。 
 
マンチェスター交換の AEDとして 
                 堀 夏江 
 受け入れは何度もしているものの、アシスタントと

は言え EDのお手伝いは初めての経験、しかも我が家

のゲストは身体に不自由なところがある方？？ 

実際に交換が始まる前は一寸心配！ ところが ED
が鷹野さんで有った事、ゲストが本当に良い人達で有

った事（非常に冗談が好きな人達）。少し何時もより

忙しかったけど終わってみると楽しかったし、良い思

い出になったと思っています。 
 鷹野さんには本当に色々と教えて戴きました。 
 

 
 
 
私は手伝うだけでたいした事はしていないのにヘマ

をして、其れに比べると ED は本当に大変だと良く分

かりました。 
 今迄はただ楽しかったネとか大変だったネと言って

いれば良く ED の苦労を考えた事も無かったから其れ

が分かる様になっただけでも良かったかな？ 
 新しく出来たマンチェスターの友達から彼等が作っ

た CDが送られて来ました。 
 音楽とか写真が入っていてパソコンで何時でも見る

事が出来、必ず遊びに来る様にと招待もしてくれてい

ます。次に逢うチャンスが有るかは分からないけど良

い１週間で有った事は確かです。 
 
思い出に残る心暖き人たち 

山田 晴久 
楽しみにしていたカルガリーへの旅行である。

だが遠方への旅行はいつも飛行機で参ってしまう。 
しかし幸いにも空席が多く、ゆっくりと横にな

ってカルガリーまで行くことができた。空港には

ルックさん夫妻が迎えに来てくれた。 
ルックさん宅には、私と服部さんが一緒にお世

話になった。到着した当日はフライトの疲れもあ

って早く床についた。 
夏のカルガリーは、北海道と気候が似ていて夜

は大変涼しく、しっかり熟睡することができた。 
ルックさんはオランダの出身で14年前にカナ

ダに移住された方であるが、言葉にナマリが多く

聞き取るのに大変苦労した。 
あくる日は、全員でオリンピックパークを見

学した。 
そのときちょっとしたアクシデントがあった。 

それは私がカメラを失くしてしまったことであ

る。ルックさんは食堂か売店に置き忘れたのでし

ょう、カナダでは必ずありますよ、帰りにもう一

度寄ろうといってくれた。 
しかし私は、やはり気になり一人で探しに行っ

た。するとあとからルックさんが私を追いかけて

来て一緒に探してくれた。食堂、売店にもなく何

処にもなかった。結局ちょっとしたところにあっ

たのだが、ルックさんが一緒に探してくれたこと

は大変うれしかった。 
またガリーさん宅のディナーでも大変手厚く

歓迎していただいた。勿論ルックさんは最後まで

我々を親切にしてくれた。 
カルガリーメンバーの多くの人たちの親切さ

が心に残るカルガリーステイでした。 

Ｎo.65-66 
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カルガリー訪問記 
               中川孝一 

7 月 5 日（火）  
中部国際空港を17:00に発ち、バンクーバーへと向

かう。7月 5日（火）10:15バンクーバー到着後、カ

ルガリーに向かい 14:23に到着（時差はﾏｲﾅｽ 15時/4
月～10月サマータイム中） 

FRIENDSHIP FORTH OF CALGARYの歓迎を

受けた後ホスト・ファミリー宅へと向かいました。 
ホスト・ファミリー宅では家族などの情報を写真や

資料を示しながら話し合い、親交を深めました。 
 

7月 6日（水） 
1988年に実施された冬季オリンピック会場（公園）

を訪れてジャンプ台の上部に上がり滑り始めるとき

の怖さを体験した。また記念品などが展示されている

会場も見学しました。 
アイス・ハウスの中には、ボブスレー競技のコース

が作られており、実際に滑りを体験された方もおられ

ました。 
ウェルカム・パーティに招待され、ROYAL 

CANADIAN REGIONで美味な食事に舌鼓をうちな

がら歓談しました。 
 

7月 7日（木） 
アルバータ・ブーツ会社を訪れ、手作りで高級な靴

の製造工程を見学しました。 
何年も使用した汚れた靴を修理することも実施し

ており良いものを大切にする思想が伺えました。 
市内観光をしてから市庁舎を訪問し応接室で歓待

を受けました。カルガリー・タワーも見学致しました。 
夕食は、日本より持参した調味料で食事を作り、日

本食を楽しんでいただきました。 
夕食に招待したMR.ARLO MCOOLが70才の誕生日

だったので急遽誕生パーティーと 
なり、思い出多い夕食となりました。 
 
7月 8日（金） 
昼食にお好み焼きをつくり、サービスしました。 

有名なスタンピード競技が7-17日まで開催されたが、

我々は 2日目の競技を見学することができ、4頭だて

の馬車 4 台による競技でスタート時御者の手腕によ

ってある程度勝負が決るﾚー ｽで、1 回廻ればよいとこ

ろを 2回廻っていた馬車もありました。 
夜になって大きな舞台が設置され、色々なショーが

行われ花火も打ち上げられて楽しいショーでした。 
 
 
 

 
 
 
 
7月 9日（土） 
スプルース牧場で馬術競技を見学しました。 

アンバサダーは各々ディナー・ホスト宅を訪ねて夕食

をご馳走になりました。 
 

7月 10日（日） 
観光地バンフを訪れルイーズ湖とロッキー山脈を

背景とした有名な景色を写真に納め、また立派なホテ

ルを見学しショッピングを楽しみました。 
 

7月 11日（月） 
フェアウェル・パーティーは、1900 年代初期に建

てられたDARTIQUE LODGEで行われた。 
昼間は屋外でゲームや乗馬を楽しみ、夕方より有名

なアルバータ牛のブロック（約 250g）を炭火で焼い

て食べました。 
お互いに面識が深まっていたので、和気あいあいの

ムードで大いに盛り上がったパーティーでした。 
我々は、ハッピを着用して阿波踊りを披露した後、

炭坑節も披露しました。本格的な阿波踊りの衣装で 
臨んだ方もおられました。 
 
7月 12日（火） 
カルガリー国際空港を 10:00に発ち、中部国際空港

に 7月 13日（水）15:00到着、無事帰国しました。 
 
今後は、FF の精神に従ってホスト・ファミリーを

始め、親交のあった方々との交流をさらに深めるよう

努力したいと思います。 
             

 緑の村 より 
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Calgary クラブとの交換 
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マンチェスター交換(10 月６日～13 日)  

       ED 鷹野晴子 AED 堀 夏江 

 
 
 

プログラム 

 
10 年ぶりのマンチェスタークラブの受け入れは

交流を重ねることによってイギリス国家の複雑

な歴史、形態と人々をより深く理解できた意義の

ある交換になりました。 
スケジュールを計画するにあたって今回初め

ての試みとしてビールの試飲を組み込んだ愛知

の企業見学をプログラムに入れました。  
久保さんの紹介でまずキリンビール工場へ下

見に出かけました。加藤八郎さんはじめ佐藤公世

さん等、ビールの好きな男性 6名と女性 2名が参

加し、９00円のコーヒー、紅茶付のランチを試食

し、工場見学とビールの試飲を楽しんだ後、全員

一致でこれをプログラムに入れることを決めま

した。これに車で 10 分のところにあるトヨタ・

テクノミュージアムを加えるのは妥当な選択と

考えました。 
当日、アンバサダーは彼らのビール、“Ale”, 

“Stout” “Guinness”と一味違う日本のラガー

タイプのビールを楽しんでくれました。 
次いで“愛知のもの創り”の原点の一つとなるト

ヨタ・テクノミュージアム見学。 
マンチェスターは産業革命が進展する中で、綿

織物工場の中心都市として発展した都市です。 
トヨタ自動車の母体となる繊維機械産業と繊

維機械で有名な英国プラット社との興味深い歴

史的なつながりに関心を持って熱心に見学され

ました。 
プログラムのハイライトはウエルカムパーテ

ィーとフェアウエルパーティー。それに京都バス

ツアーが加わりました。 
 
 

 

 
それぞれの担当者が綿密な計画の下、すべて

が滞りなく行われました。これにデイホストの

暖かい協力がプログラムを円滑にしてくれまし

た。 
交換中、どのプログラムにもユーモアを交えな

がら積極的に楽しもうとするアンバサダーの姿

は私たちホスト側にとって気持ちの良いもので

したし、参考になりました。 
こういった交換でいつも先頭に立って働いて

くださる久保さんに続いて最近多くの男性のド

ライバー、アテンダントとして積極的に協力して

くださる姿が見えるようになりました。 
会員全体がバランスよく楽しく協力して交換

行事が活発になってきたように感じられます。 
交換を成功させるべく協力者の責任ある実行

力は2007年に予定されたAPF愛知開催に明るい

見通しを感じさせ、私達を勇気付けるものでした。 
今後も多くの会員が交換を楽しむことが出来

るようにしていくことがなによりも重要な課題

と考えております。 
皆様の惜しみないご協力に心より感謝申し上

げます。 
また、今回の交換は昨年マンチェスタークラブ

を訪問された岐阜クラブの方々がプログラムに

大勢参加していただき、クラブ同士の一層の親交

を深めることが出来ました。春の WFDから始ま

った交流ですが岐阜クラブさんの暖かい友情に

感謝しております。        
ED 鷹野晴子記 

 

日 プログラム内容 担当・協力者 
10/6 （木） 出迎え 中部国際空港 出迎え協力者 5名 
10/7 （金） キリンビールー＆トヨタ テクノミュージアム 送迎協力者 11名 
10/8 （土） ウエルカムパーティー（東天紅） 担当者 10名、参加者 40名 
10/9 （日） デイホスト 11名 
10/10（月） フリー  
10/11（火） 京都バスツアー 担当者 3名、参加協力 11名 
10/12（水） フェアウエル ピクニック＆名古屋城見物 担当者 10名、参加者 30名 
10/13（木） 群馬県太田クラブへバスで移動 バス同行者 6名 

Ｎo.65-66 
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Ｑ and A によるインタビュー方式に

よるマンチェスター交換感想記録 

 

                     ホスト伊藤美恵子さん 

 
Ｑ．１．今回ホストをはじめてしていただきまし

たがアンバサダーはどのような方でしたか？ 

 

Ａ．Kathleen Yasue（７１）は穏やかなイギリ

ス婦人らしい？方でご主人が日本人で２０年前

に亡くなられたとのこと、子供（５人）はミドル

ネームが日本名でした。日本へ来たのは始めてで

ロンドンで日本食レストランをやっていたので、

食べ物には馴染があり、茶碗蒸しや味噌汁白和え

等も2-30年ぶりに食べたと喜ばれました。 

一緒にいても 違和感が無く実の叔母といる

様な自然な感じでした。 

 短期間でしたが、深い心の交わりが出来たよう

な気がします。 

 

Ｑ．２．ホストをサポートしてくださる方をお願

いいたしましたがいかがでしたか？ 

    出迎え：佐藤美知子さん 

    見学の送迎：白木さん 

    デイホスト：小田さん 

  今後もこのようなシステムを望まれますか？ 

 

Ａ． サポートは本当に助かりました。（これが

無ければ、一人でお手上げだったと思います） 

☆出迎え佐藤さん：メールと電話で連絡を取り

あい、当日家の近くで引渡しをとの事でした 

が、家まできていただくほうが本人も安心だ

ろうと思いFAXで家の地図を送りました。 

ご主人と二人で無事送り届けて下さり 

一緒に上がって頂きしばらく話しました。 

☆見学アッシー白木さん：事前にやはりFAXで

家の地図を送っておき、前日に時間を電話で

打ち合わせました。頼もしい方に往復お任せ

して一日とても助かりました。 

☆デイホスト小田さん：事前にどこへ行くのが

良いか少し話し合いましたが有松に連れて

行ってくださいました。（なるみ神社のお祭

りもあって）とても喜ばれたようです。 

夜遅いお帰りだったので、少し心配しました

が、、、。 

フルに一日楽しませて下さったようです。 

という事で、このシステムのお陰で、ホストは

助かりアンバサダーも他の人と交流ができて 

 

 

 

 

とてもいい事だと思います。（私も次回はお手

伝いできたらと思います） 

又京都ツアーの日は、久保さんが彼女を駅か

ら土居さんのお宅まで連れて行って下さって、

私が土居さんの所へ迎えに行き、ついでに夕食

（お好み焼きパーティー）までご馳走になり,

あちらの夫婦と一緒にカラオケまで行ってと

ても楽しい思い出が出来ました。（謝謝） 

 

Ｑ．３．ホストをして困った点はありますか？ 

  

Ａ．困った事は特にありませんが、普段朝寝をし

ているので朝早く起きれるかが心配でした。 

又一人暮らしのために話し相手が私だけで 

退屈だったかもしれません。でも、今回は丁度

いい相手でした。（私も1週間英語だけ話して

ちょっとした英語合宿？の様でした） 

 

Ｑ．４．ホストとは朝、夜とどのように過ごされ

ましたか、交流を楽しまれましたか？エピソー

ドなどありましたらお聞かせください。 

  

Ａ．2日目の夕方には私の英語教室で 9人の子供

達と1時間過ごしてもらい、両方が楽しい時間

だった様です。彼女の家族の写真をカラーコピ

ーさせてもらい、それを見ながら家族のことを

聞き、私もイギリス旅行の時のアルバムを見せ

て話しました。そこで、以前ヨークへ旅した時

に知り合って文通をしている婦人に花を贈る

事を思いつき、住所とお金を預けて帰国後花束

を送ってもらいました。（一昨日、ヨークから 

思いがけなくて本当に嬉しかったとお礼の手

紙が届きました）雨のフリーデイは、着物を着

せてあげて写真を撮ったりしてのんびりしま

した。 

 

その他 

食事は、殆ど普段のままでしたので、余り覚

えていないほどです。お年を召している人なの

で一つだけ気をつけた事は、紅茶をいつでも自

分で飲めるようにしておく事。 

寝る時、ピッチャーの水とコップを準備して

あげた事です。（夜中に水を飲みに2階から降

りて来なくて良い様に） 

  初めてのホストがスムーズで楽しかったの

ですが、この先はどうかなと思いますが、機会

があれば、又やりたいと思います。  

  短い期間でしたが、本当に楽しい一時でした。 

  

Ｎo.65-66 
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デイホスト 池田様昌子さん 

Ｑ．１ 今回デイホストをされましたがアンバサ

ダーはどのような方でしたか？ 

   

Ａ．ご主人のＧｒａｈａｍ Ｂｉｃｋｅｒｔｏｎ

さんは冗談を連発してとても愉快な方でした。

体の不自由な奥様のＪｕｌｉｅさんはにこや

かにご主人のされる介護を楽しまれている様

子でした。日本では見られぬ風景でしょうか。 

 

 Ｑ．２ アンバサダーとどのように過ごされまし

たか？ 

  

Ａ．先ず、徳川美術館へご案内して、次に栄の松

坂屋へ行きました。栄近辺の渋滞に時間がかか

りましたが、ご本人の希望を聞きながら、奥様

の体のことを考えゆったりと行動をしました。 

 
Ｑ．３ お食事はどのようにされましたか？ 

 
                   ◇ 
「シャムロック」 

          デイホスト     安 藤 龍 藏 
 

  10月７日の見学会の日、棚村さん宅のアンバ

サダーの送迎をお引き受けし、５時過ぎにお役

目を果たすことが出来ました。 
 「是非、夕食をご一緒に」との言葉に甘え、棚

村さんの素人離れした手料理のフルコースに 
時の過ぎるのも忘れて、話に花が咲きました。 
  カーメルさんの幼少の頃の不幸だった生い立

ち、甥姪の家族のこと、ロシアから養子を迎え

たこと、政府機関の仕事をしてきたことなど、 
興味深く、楽しい交流ができました。 
  カーメルさんから Shamrockをプレゼントと

していただきました。後日、頂いた可愛い鉢に

培養土 
を入れ、その種を蒔きました。 
芽を出した３つ葉の植物は、アイルランドの国

花、和名はコメツブツメクサで、アイルランド語

では、「若い牧草」を意味する可愛らしい草花で

した。 
 この Shamrockがアイルランドのシンボルと

なったのは、アイルランドの守護聖人、聖パトリ 
ックとの関係であると言われます。聖パトリック 
がアイルランドの人に布教したとき、三位一体を  

 
  
 

Ａ．夜は、奥様の希望で私の家で過ごすことにな

り、急なことでもあったので、友だちに食事作

りの応援を頼み、楽しい夕食のひと時と語らい

を楽しみました。 

お昼は軽い食事を徳川美術館内で済まして、夜

は手作りの日本料理、洋風料理を食べて頂きま

した。 

 

 Ｑ．４アンバサダーはどのようなことに関心を

持たれ、喜ばれましたか？ 

  

Ａ．すべてに関心を持たれ、日本の家庭の様子に

も興味をもたれたのでしょう。 

  

Ｑ．５デイホストをして今回の交流を楽しまれまし

たか？ 

    

Ａ．ウエルカムパーティー、京都バス旅行、ピク

ニック、デイホストと今回は忙しい交流でした。 

  
 
 
 
説明するために使ったということです。 

 ３枚の葉を「父なる神」「子イエス・キリスト」 
 「聖霊」に例え、それらが一つの茎に繋がって 
 です。  

新たな人との素晴らしい出会いと一期一会

の温かさに包まれて、その日、家路についた時

は、とっくに 10時半を回っていました。カーメ

ルさんからの Shamrockを互いに育てている棚

村さんとは、これが縁となって、メールや画像

のやり取りの交流がずっと続いています。                  

楽しい思い出をありがとう、FF愛知。           
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カーメルさんから頂いたシャムロックの種が

こんなになりました。 
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ビール工場見学と産業技術記念館に同行して 
                         安 藤 龍 藏 
  旅の疲れと jet lag も癒えぬ来日の翌日 10時 
半、キリンビール工場のホールに集合したアン 
バサダーの方々は、初日の一夜を過ごした日本 
での話で持ちきりでした。 
  工場内の説明は、EDの鷹野会長の通訳よろ 
しく進められ、オートメーション化された工場 
から、次々に生産される瓶ビール、缶ビールの 
工程を興味深く見学しました。 
後に美味しく飲むビールの注ぎ方もあり、出 

来たてのビールで喉を潤した後、昼食。 
食後のお茶は、一様に Tea。それも、レモンティ

でなく、ミルクティが欲しかったようでした。 
  心配していた雨の中、 次の目的地の産業技 
術記念館へ。 
産業技術記念館では、特別室で丑野副館長のご 

挨拶の後、副館長が、熱心に館内の案内を直々に 

  

 

愛知クラブの皆様お元気ですか。 

今年の春の日本大会前後に家内同伴で又、貴ク

ラブのお世話になりました。特に鷹野会長ご夫妻、

星野元会長ご夫妻、加藤紀子様ご夫妻にはホーム

ステイまでお願いして、丁度始まったばかりの万

博とかを案内してもらって貴重な体験をしまし

た。 

 星野元会長のご逝去に私を始めお世話にあず

かったソウルクラブの会員一同大変なショック

でした。深くご冥福をお祈りいたします。 

8 月には新聞記者親睦団体で主催した中国のシ

ルクロード見学旅行に参加して1週間ほど西安か

ら敦煌までの強行軍に挑んでみました。9 月には

日野原重明博士の講演会が熊本クラブの主催で

ありましたので、そこにも家内と一緒に顔を出し

ました。 

 10月には3泊4日と2泊 3日の二回に分けてレ

ンタカーで東部内陸地帯の西海岸への紅葉狩り

旅行に行ってきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8５歳の大学先輩 3 人が「今生の見納め」にと

けしかけられ、ちょっと無理とは思いましたが決

行して結構楽しい思い出になりました。 

秋にはまだハングルだけのクラブのホームペ

ージを作り、パソコンを持っている会員たちが楽

しんでいます。私は簡単な英語クラスを週2回ほ

ど載せています。 

 星野元会長に続いて秋には私どもと良い友達

でありましたオーストラリアの Noel Pryde さん

もお亡くなりになり、世界の方々で災害のあった

悲しい一年でもありましたが私は幸いにまだ健

康に恵まれて飛び回っています。 

元気に又再会できる日を祈っています。 

皆様ご機嫌よう。 

 

（Hwangさんは現在81歳、来年の2月で 82歳に

なられます。） 

 

 

 

してくださいました。  
愛知のからくりの技術が生かされた発明の数々。

織機の発達の歴史。その後を受け継いだ世界に誇

るトヨタ自動車の歩み、現代機械工業の粋を集め

たメカの展示にと、時の過ぎるのも忘れ、予定の

時間は、はるかにオーバーしていました。 
  見学後、特別室に入り、産業技術記念館で動態

展示しているエアジェット織機で織った記念館と

モリゾー・キッコロのお図柄の織物２枚を記念に

いただきました。 
まさかと思っていましたが、同行の私たちまで

いただき嬉しい限りでした。 
  実は、ドイツ交流の時、産業技術記念館で織っ

ていた万博の図柄で、記念に欲しかったものでし

たから。感謝、感激、雨、霰。 
  楽しい、マンチェスター交流の１日でした。 

No.65-66 
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マンチェスター交換 
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事務局からのお知らせ   
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＊ 2006 年度交換 
 
受入れ 

 ・オーストラリア・ノースモートン 3月２２日～２９日 
  ED 西村貴美子  AED 石崎 昇 

ホストを募集しております。希望される方は西村、石崎までご連絡下さい。 
     西村 kk-nishi@ma.medias.ne.jp Tel 0562-34-0890 
      石崎 ishizak@bb.excite.co.jp   Tel 052-901-6806 
 
 ・コスタリカ ９月 
  ED 土居陽子 
 
 渡 航 
 ・ドイツ・ハノーバー、ベルギー・ブルージュ 4月２７日～５月１０日 
  ED 富岡達也  AED 白木裕己 
  渡航募集は締め切りました。 
 

＊ ブロック会議 
１０月２９日（土） 於：奈良市男女参画センターあすなら（奈良クラブ担当） 
・ アジア・パシフィックフェスティバルについて 

フェスティバル後のホームステイについて近隣クラブに協力をお願いしました。 
・ 各クラブ地も渡航者が減少傾向にあり、苦労している。 

渡航希望者が少ない場合近隣クラブに呼びかける、又、クラブ同士でジョイントして

合同渡航が実現することも考えていく。 
・ フレンドシップデイの寄付について具体的にどのように寄付金に使われたのか明細を

知りたい。 
又愛知クラブから、全会員に寄付を呼びかけて期待以上の多くの義援金が集まったこ

とが報告された。 
・ ホームページの活用について 

ニューズレターをホームページで載せるなど活用しているクラブも多いがまだまだ 
技術的な問題で難しいクラブもある。 
 

＊ 石井さんが FFI Shining Star Awards を受賞 
ブラジルのサンパウロで開かれた世界大会でフィールドレップ・コーディネーターの 
石井さんが受賞されました。 

 
＊  元 FF 愛知クラブ会長 星野鋼市氏が去る８月逝去されました。 

謹んでご冥福をお祈りします 
 
＊２００６年度総会 

 日時 ２００６年１月２１日（土） １１：００～ 
場所 愛知国際クラブ 交流室 

    総会後、親睦会を行います。 詳細は後日ご案内を差し上げます。 

No.65-66 
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 カトリーナ復興義援金について  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 

編集・発行：FF愛知 
事務局：〒478-0001 

愛知県知多市八幡字笹廻間12-199 
Tel＆Fax 0562-34-0890 
西村 貴美子    

FFI President George Brown からカトリーナ・ハリケーン募金への礼状が届きました。 
募金に関しては役員会で当初会の会計から出す案もでましたが、やはり個人の自由意志による 
募金が良いという意見がまとまり、思い切って会員に呼びかけましたところ思いがけない多く 
のお金が集まりました。皆様のご協力に感謝いたします。                  

愛知クラブ役員会 

No.65-66 

 

私の担当は本号を以て最終となりました。 
都合により、今回は合併号となりました。 
当初は、Exchange 後の交流状況や愛知ｸﾗﾌﾞ

外の経験豊富な方々の寄稿、会員の趣味の語り

合い等を加える等魅力あるものにしたいと思

いましたが意の通りには行きませんでした。 
とまれ今は、役割を終えホッとしています。 

次号からは新たな広報担当がページを一新し

てくれることになっています。2年間どうもあ

りがとうございました。    
     (編集担当 冨岡 ) 

この 1年、地元愛知は大変な活況を呈しまし

た。中部国際空港が開港、来港者数は年間 300
万人の想定に対し 1500 万人に達したとのこと

ですし、内外に広く話題を提供した EXPOは、

最終的な公式入場者数は目標の 1500 万人を大

きく上回り 2200 万人に達したと報告されてい

ます。 
その一方で、国内では最近の耐震強度偽装設

計問題の様な人間としてのモラルの欠片もな

い腐敗事件や、頻発する幼児殺害など目を覆う

ような痛ましい事件が相次ぎました。 
人と人との心の触れ合いが今こそ大切な時

だと痛感致します。私達の交流でも互いを思う

心さえあれば言葉の高いハードルを越え素晴

らしい友人ができることを今年も学ぶことが

できました。愛・地球博があれほど成功したの

は、「自然と人間への愛」を底流としたからと

言われています。宣なるかな。 （冨岡 達也

2005年を振返って 

 
編集後記 


